
 

 

 

 

 

 

Ⅰ はじめに 

本校は、平成30年度から学校力向上に関する総合実践事業の実践指定校として、学校の教育目標

「たくましい子ども」の下、本年度の重点教育目標「やるべきことをやり、自ら考えて行動する子ど

もの育成」の実現に向け、「小さな約束（目標）をみんなでやりきる学校」を合い言葉に、全校が一

つのチームとなった学校改善を推進している。 

また、教員19名中、初任段階教員が６名、中堅層教員が６名所属していることから、若手の育成と

将来のスクールリーダー育成の仕組みを構築している。 

Ⅱ 実践の概要 

 １ 学校マネジメント 

  (1) 「４期」での教育活動の推進 

１年間を４期に分けて、全校で重点教育

目標の実現に向けた取組を実践し、子ども

の姿を通して検証改善を図っている。 

各期の終わりには、教育活動の成果と課

題を明確にし、取組の足跡を可視化して共

有する。目的と手段の違いを明確にして次

期の「小さな約束（目標）」を設定し、強調

週間において教職員・子ども・保護者が一

体となって、取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
旭川市立青雲小学校 学級数６（４） (校長 及川 勝也) 

取組の足跡を可視化することにより、教職員の協働意欲が高まった。 

期別の評価結果を

受けて設定した強調

週間における取組に

ついて、職員室に拡

大版を掲示した。 
放課後は、教職員

で取組を交流する場

面が増えた。 



 

２ 落ち着いた学習環境の創造 

(1) 学習規律の徹底・学習習慣の定着 

学習規律の徹底を図るため、「青雲のこころざし」を作成し、全学級で共通して実践している。 

１年間を４期に分けて、子どもの自己評価と教職員の自己評価を比較しながら教育活動の改善

につなげている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学級経営交流会・研修会 

学級経営交流会では、事務職員も参加し、よりよい学習環境づくりを目指して、アイディアを

出し合いながら交流している。多角的な視点から教育活動の質の向上を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育課程編成を見据え、指導方法の改善に向けたアプローチ 

(1) 学力向上に向けた取組 

全国学力・学習状況調査結果の自校分析、チャレ

ンジテスト結果、ＮＲＴ結果、通知表作成時の見取

りのデータ等を分析・考察している。また、誤答分

析により、きめ細かく子どもの強みと弱みを全教職

員で共有し、授業改善に生かすようにしている。 

経年変化の結果から補強が必要な領域・分野につ

いては、少人数学習やＴＴでの学習を位置付け、正

答率の低かった問題は、復習プリントとして再度実

施するなど活用している。 

 隠れたカリ

キュラムの実

例を取り上げ

た学力向上の

ための学級経

営研修 

椅子・机の高さ

も重要なポイント

であるという事務

職員からの意見も

取り入れた学級経

営交流会 



 

４ 人材育成に向けた取組 

(1) 人材育成プログラム 

「北海道における教員育成指標」を踏まえて、初任段

階、中堅層、ベテラン層のそれぞれにおいて、年間の人

材育成プログラムを作成し、実践している。 

(2) 「ミニ研修」による人材育成 

１回当たり15分程度のミニ 

研修を実施している。各段階

層の代表者が交代で講師を務

め講話や演習を行っている。

初任段階層の教員の育成とと

もに、ミドルリーダーの職能

開発にも効果的である。 

５ 働き方改革の推進 

(1) 小さな改善の積み重ね 

働き方に係る経営の重点に従って、小さな改善を積み

重ね､子どもと向き合う時間の確保と専門性・人間性を高める取組を行っている。研修部と連携

して、個別の「研修の足跡」手帳とワークライフバランスシートを併せて活用し、見通しをもっ

たタスクマネジメントとともに、年間を通して教師力・人間性を高める自己研修に取り組んでい

る。今年度の時間外勤務の時間は昨年度よりも減少し、月平均32時間となり、自己研修の時間の

確保をはじめ教職員の「元気づくり」への成果が表れてきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

６ 家庭・地域等との連携 

(1) 「学校の新しい生活様式」定着に向け

た連携・協働 

衛生習慣を確立するために、学校運営

委員会を核に、それぞれの分掌から意見

をボトムアップし、本校の「新しい生活

様式 セイウン・ニュー・ライフスタイ

ル」を作成し、リーフレットとして、保

護者、地域、近隣中学校へ配付した。 

目指す姿を共有して取り組み、早い段

階で定着した。 

 

(2) 読書習慣の確立 

リーフレットや学校便りを活用して、学

校・家庭・地域の連携・協働を可視化し、読

書の推進を実践している。 

学校図書館での本の貸し出し冊数が増加す

るとともに、生活リズムチェック表の活用に

より、家庭での読書習慣が定着した。 

 

 

 

 

Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●） 

○ 成果と課題の視覚化により、教職員の意思疎通を図り、チームで取り組む体制が整備され、教育

活動の質を高めることができた。 

○ 学校、家庭及び地域それぞれの役割と取組を整理して示すことで、より効果的な教育活動につな

がるとともに、家庭の教育力の高まりが感じられた。 

● 落ち着いた学習環境づくりに向けて、共通・一貫・徹底・継続した指導のそれぞれにおいて、成

果と課題を整理し、見直す必要がある。 

学校便りに掲載して発信した学習活動と読書の関わり 

保護者・地域に配付したリーフレット 

 
 
 
 
 

 
図書館貸出冊数の推移 


